
鎌 倉 朝 日２０２１年（令和３年）４月１日 （６）第505号 1部　110 円

　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は 2月に一般 148冊、
児童書 47 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「科学絵本の世界 100 －学びをもっと楽しくする」
平凡社（別冊太陽）▼「いつも機嫌がいい人の小さな習
慣－仕事も人間関係もうまくいく88のヒント」有川真由
美著　毎日新聞出版▼「忍性の真実－極楽寺良観と戒律」
理崎啓著　哲山堂▼「Ｗｅの市民革命」佐久間裕美子著
　朝日出版社▼「図解ＳＤＧｓ入門」村上芽著　日経ＢＰ
日本経済新聞出版本部▼「Google 式 10 Ｘリモート仕事
術－あなたはまだホントのGoogleを知らない」平塚知真
子著　ダイヤモンド社▼「Microsoft Teams 実用ワザ大
全－テレワークの達人になる！徹底活用！」日経PC21編
　日経BP▼「マンション防災の新常識－逃げずに留まる
「在宅避難」完全ガイド」釜石徹著　合同フォレスト
　▼「新型コロナ「正しく恐れる」」西村秀一著　井上亮
編　藤原書店▼「日本の医療の不都合な真実－コロナ禍
で見えた「世界最高レベルの医療」の裏側」森田洋之著
（幻冬舎新書）▼「文房具語辞典－文房具にまつわる言葉
をイラストと豆知識でカリカリと読み解く」高畑正幸著
　誠文堂新光社▼「書聖王義之－その謎を解く」魚住和晃
著（岩波現代文庫）▼「日本の美しい言葉辞典」梅内美華
子監修　ナツメ社▼「忙しくても毎日が整うシンプルラ
イフ入門」(日経ＢＰムック) ▼「誰も教えなくなった、
料理きほんのき」鈴木登紀子著　小学館

鎌倉市中央図書館 （2月分）

フランシス・ベーコン県立近代美術館　葉山
☎046･875･2800

鎌倉文学館
☎23･3911

4/24 ～「空間の中のフォ
ルム」展

～4/11
1200 円

作家  身のまわり その２ 4/17 ～「作家のきもち」 ～4/11
300 円

鎌倉国宝館
☎22・0753

国宝「当麻曼荼羅縁起絵巻」
ほか、重要文化財の展示

～5/9
400 円

鏑木清方記念美術館
☎23･6405

4/15 ～若き清方と仲間た
ち浮世絵系画家の新時代

～4/11
200 円

鎌倉市川喜多映画記念
館☎23･2500

日本映画名優（バイプ
レーヤーズ）列伝

鎌倉の至宝

日本映画の黄金期を支えた
名優たちの仕事ぶりを紹介

～ 6/20
200 円

鎌倉歴史文化交流館
☎73･8501

まじないの世界―鬼を
もって鬼を制す―

呪術に関する出土品や鬼
を描いた資料の展示

～4/17
300 円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎55・9030

鎌倉の伝統工芸　鶴岡八
幡宮　鎌倉彫名品展

鎌倉彫の歴史的変遷と名品
の数々を紹介

～5/16
800 円

北鎌倉古民家ミュージ
アム☎25･5641

おひなさま展 江戸から昭和のひな人形
や小物、五月人形の展示

～ 5/9
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24･4860

パパやママに寄り添う暖か
いメッセージ作品の原画展

～ 5/28
600 円

県立金沢文庫
☎045･701･9069

山口蓬春記念館
☎046･875･6094

山口蓬春　美の履歴

相模を舞台にした歌舞伎と浮
世絵　白浪五人男・曽我物語

藤田道子　ほどく前提で
むすぶ

5/9 までの前期では「東洋
への愛」を特集

4/10～9/26
600 円

～ 5/5
無料

藤澤浮世絵館
☎0466･33･0111

藤沢、江の島が舞台の歌
舞伎を題材にした浮世絵

茅ヶ崎市美術館
☎0467･88･1177

巨大インスタレーションや
立体作品を展示

4/3 ～ 6/6
700 円

神奈川近代文学館
☎045･622･6666

「永遠に『新青年』なる
もの」展

創刊101年を記念し同誌で
活躍した作家たちを紹介

～5/16
700 円

大佛次郎記念館
☎045･622･5002

コンとコトン～大佛夫人
と白猫ものがたり

4/24 ～「これぞ！大佛歌
舞伎」展

～4/18
200 円

そごう美術館
☎045･465･5515

篠田桃紅展 初期の書から水墨抽象画
への変遷を作品から辿る

4/3 ～5/9
1200 円

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、急きょ中止・延期になる場合があります。
　開館状況については、各施設にお問い合わせください。

県立生命の星・地球博
物館☎0465･21･1515

かながわ発　きのこの新
種展

近年新種として発表され
たきのこの標本を展示

～ 5/9
無料

新作絵本『母になる日』
原画展

大般若経に関する本、仏画、
古文書など約100点

～5/23
500 円

武蔵国鶴見寺尾郷絵図の
世界

さしえ、華やかなりし頃

美術館・文学館めぐり

８
・
10
日
10
時
。
７
・
９
・

11
日
13
時
半
「
飢
餓
海
峡
」。

６
・
８・10
日
14
時
、
７
・
９
・

11
日
10
時
「
日
本
の
い
ち
ば

ん
長
い
日
」。13
〜
18
日
13
時

「
華
麗
な
る
一
族
」。
各
千
円
、

中
学
生
以
下
５
百
円
。

　
▽
特
別
企
画「
シ
ネ
マ
ウ
ィ

ー
ク
」　
４
月
27
日
・
５
月

１
・
６
日
10
時
半
。
４
月
29

日
・
５
月
３
・
８
日
14
時「
ラ

イ
フ
・
イ
ズ
・
カ
ラ
フ
ル
！
」。

４
月
27
日
・
５
月
１
・
６
日

14
時
、
４
月
29
日
・
５
月
３
・

８
日
10
半
時
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
図
書
館
の
奇
跡
」。
４
月

28
日
・
５
月
２
・
７
日
10
時

半
、
４
月
30
日
・
５
月
４
・

９
日
14
時
「
な
ぜ
君
は
総
理

大
臣
に
な
れ
な
い
の
か
」。

４
月
28
日
・
５
月
２
・
７
日

14
時
、
４
月
30
日
・
５
月
４
・

９
日
10
時
半
「
三
島
由
紀
夫

vs
東
大
全
共
闘
　
50
年
目

の
真
実
」。
各
１
２
０
０
円
、

　あーちゃん、８歳。おやつが
大好きなちょっぴり太めの男の
子。気が優しくて、撫でてもら
うことが大好きなご近所さんの
アイドルです。
　　　　　坂ノ下　坂田さん方

▼
企
画
展
「
ま
じ
な
い
の
世

界
―
鬼
を
も
っ
て
鬼
を
制
す
」

　
４
月
17
日
ま
で
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
。
鎌
倉
市
内
か

ら
出
土
さ
れ
た
呪
符
や
形

か
た
し
ろ代

な
ど
の
出
土
品
や
鬼
の
姿
を

描
い
た
絵
画
資
料
か
ら
ま
じ

な
い
の
世
界
を
展
観
す
る
。

３
百
円
。
☎
73
・
８
５
０
１

▼
特
別
展
「
鎌
倉
の
至
宝
」

　
５
月
９
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
国
宝
「
当
麻
曼
荼
羅
縁

起
絵
巻
」
や
新
た
に
鎌
倉
市

指
定
文
化
財
に
な
っ
た
「
報

国
寺
境
内
絵
図
」
な
ど
文
化

財
を
一
堂
に
。
４
百
円
。

☎
22
・
０
７
５
３

▼
光
明
寺
寺
宝
展

　
５
月
９
日
ま
で
光
明
寺
本

坊
広
間
。
毎
年
こ
の
時
期
に

鎌
倉
国
宝
館
に
寄
託
し
て
い

る
も
の
な
ど
を
紹
介
す
る
。

當
麻
曼
荼
羅
縁
起
絵
巻
写
本

の
上
下
二
巻
の
全
物
語
の
特

別
公
開
（
原
本
の
一
部
は
国

宝
館
で
公
開
中
）
ほ
か
、
浄

土
八
祖
図
八
幅
、
阿
弥
陀
如

来
立
像
な
ど
。
５
百
円
。
山

門
楼
上
も
公
開
中
、５
百
円
。

☎
22
・
０
６
０
３

▼
特
別
展
「
武
蔵
国
鶴
見
寺

尾
郷
絵
図
の
世
界
」

　
５
月
23
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
鶴
見
地
域
を
描
い
た

武む
さ
し
の
く
に
つ
る
み
て
ら
お
ご
う

蔵
国
鶴
見
寺
尾
郷
絵
図

（
重
要
文
化
財
）、
大
般
若

経
関
連
の
諸
本
、
仏
画
、
古
文

書
な
ど
約
１
０
０
点
。
５
百

円
。
☎
０
４
５
・
７
０
１
・

９
０
６
９

▼
企
画
展
「
藤
田
道
子
　
ほ

ど
く
前
提
で
む
す
ぶ
」
展

　
４
月
３
日
〜
６
月
６
日

茅
ヶ
崎
市
美
術
館
。
県
在
住

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
藤
田
道
子

の
公
立
美
術
館
初
の
個
展
。

リ
ボ
ン
が
素
材
の
大
型
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
、立
体
作
品
な
ど
。

７
百
円
。
☎
88
・
１
１
７
７

▼
澤
柳
秀
治
　
日
本
画
・
水

墨
画
展

　
４
月
１
〜
７
日
北
鎌
倉
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
珈
琲
鎌
倉
結ゆ

い。

82
歳
の
澤
柳
さ
ん
が
日
本
各

地
の
盆
踊
り
や
夏
祭
り
を
描

い
た
作
品
50
点
。
澤
柳
方
☎

０
４
６
・
８
６
５
・
０
１
６
４

▼
工
藤
泰
代
と
Ｋ
Ｕ
Ｍ 

村
松

久
美
子
二
人
展
―
天
然
素
材
の

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
服
と
絹
紐
と
天

然
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
た
ち

　
４
月
14
〜
18
日
鎌
倉
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂
。
天
然
素

材
を
中
心
に
着
心
地
の
良
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
日
常
着
と
絹

糸
に
天
然
石
や
パ

 
ー
ル
等
を

組
み
込
ん
で

 
色
合
い
や
素
材

感
を
大
切
に
制
作
し
た
ネ
ッ

ク
レ
ス
や
ピ

 
ア
ス
な
ど
。
☎

22
・
３
７
６
９

▼
鎌
倉
彫
の
鉢
―
食
卓
の
華

　
５
月
16
日
ま
で
鎌
倉
彫
資

料
館
。
１
９
７
０
年
代
後
半

以
降
に
制
作
さ
れ
た
食
卓
を

彩
る
鎌
倉
彫
の
鉢
約
20
点
を

紹
介
。
３
百
円
。
☎
25
・
１

５
０
２

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
▽
企
画
展
「
日
本
映
画
名

優
（
バ
イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
）

列
伝
」
６
月
20
日
ま
で
。

1
９
５
０
〜
70
年
代
を
中
心

に
日
本
映
画
の
名
優
を
映
画

や
書
物
を
通
し
て
紹
介
す

る
。
２
百
円
。

　
▽
関
連
上
映
　
４
月
６
・

中
学
生
以
下
６
百
円
。
☎
23

 

・
２
５
０
０

▼
創
刊
１
０
１
年
記
念
展
　

「
永
遠
に
『
新
青
年
』
な
る
も

の
―
ミ
ス
テ
リ
ー
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
」

　
５
月
16
日
ま
で
神
奈
川
近

代
文
学
館
。
江
戸
川
乱
歩
、

横
溝
正
史
ら
の
名
作
を
送
り

出
し
、
昭
和
初
期
の
時
代
を

牽
引
し
た
雑
誌
「
新
青
年
」

の
軌
跡
を
約
６
百
点
の
資
料

で
辿
る
。
７
百
円
。
▽
朗
読

会
　
江
戸
川
乱
歩
作
「
押
絵

と
旅
す
る
男
」
４
月
17
日
、

出
演
は
俳
優
の
佐
野
史
郎
さ

ん
。
１
２
０
０
円
。
▽
講
演

会
　
私
の
好
き
な「
新
青
年
」

還
暦
を
過
ぎ
て
嵌
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
サ
ー
フ
ァ
ー
一
人
波
を
分

け
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬 

　「
嵌
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」
で
心
情
が
よ
く
伝
わ
り
、
力
強
い
歌
。

手
の
平
に
乗
せ
れ
ば
軽
し
ガ
ラ
ス
戸
へ
当
た
り
て
果
て
し
目
白
の

骸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

　
目
白
の
骸
の
軽
さ
の
実
感
か
ら
、
哀
歓
が
沁
み
て
伝
わ
る
歌
。

登
校
を
見
送
る
母
に
四
年
の
子
「
深
呼
吸
し
て
ご
ら
ん
清
々
し
い

で
し
ょ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

　
ち
ょ
っ
と
大
人
ぶ
る
年
頃
。
だ
が
優
し
い
。
笑
顔
の
見
え
る
歌
。

寒
中
の
氷
雨
に
め
ざ
め
ふ
つ
く
ら
と
臨
月
の
ご
と
き
辛
夷
の
莟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

公
園
に
遊
ぶ
子
供
の
遠
き
声
一
つ
に
な
っ
て
囀
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

〈
天
〉
天
上
は
大
風
な
り
や
涅
槃
の
日 

　
山
ノ
内    

高
橋
　
　
仁

　
各
寺
院
で
涅
槃
図
を
掲
げ
法
要
す
る
涅
槃
の
日
、
天
上
は
地
上

に
遠
い
大
風
と
詠
っ
た
一
句
。
思
い
の
深
い
も
の
に
な
っ
た
。

〈
地
〉
部
屋
す
み
へ
転う

た
た
ね寝
用
の
春
炬
燵
　  

藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
俳
句
は
で
き
る
。
春
炬
燵
が
利
い
て
い
る
。

〈
人
〉
春
疾
風
庭
の
砂
塵
を
巻
き
上
げ
て  

　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

　
春
荒
れ
の
庭
の
砂
塵
と
い
う
生
活
と
共
に
あ
る
も
の
に
着
目
し

た
の
が
面
白
か
っ
た
。

日
を
浴
び
て
零
れ
る
ほ
ど
の
椿
か
な
　
　
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

　
椿
が｢

零
れ
る｣

も
新
し
い
発
見
。上
五
が
よ
く
作
用
し
て
い
る
。

冴
返
る
来
賓
席
の
パ
イ
プ
椅
子
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　
春
に
な
っ
て
ま
た
寒
さ
が
来
る
の
が
こ
の
句
の
季
題
。
来
賓
席

に
パ
イ
プ
椅
子
と
は
簡
素
な
集
い
か
。
道
具
仕
立
て
が
良
い
。

風
吹
き
て
音
の
出
そ
う
な
土
佐
水
木
　
　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

　
い
く
ら
風
が
吹
い
て
も
音
は
出
そ
う
に
な
い
が
、
土
佐
水
木
の

咲
き
振
り
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。
作
者
に
聞
こ
え
て
き
た
の
か
。

春
め
く
や
べ
っ
こ
う
飴
に
固
き
音
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

雛
祭
り
再
会
待
ち
て
指
を
折
る
　
　
　
　
　
腰
越
　
𠮷
田
　
昭
子

招
き
た
や
心
の
瀞
に
花
筏
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

人
と
人
は
ふ
れ
合
ふ
て
こ
そ
雛
の
日
　
　
本
鵠
沼
　
森
田
　
順
子

梅
が
香
の
籠
る
林
を
抜
け
だ
せ
ず
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

江
ノ
電
の
線
路
く
ろ
ぐ
ろ
春
の
草
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

あ
と
一
歩
あ
と
三
歩
か
な
春
近
し
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

春
月
に
浮
ぶ
お
も
か
げ
龍
太
の
忌
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

蛇
穴
を
出
づ
中
世
の
隠
れ
里
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
関
　
よ
う
子

野
水
仙
水
平
線
に
円
み
あ
り
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

半
島
の
白
波
小
波
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

休
耕
の
村
に
人
な
き
春
霞
　
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

植
え
替
え
の
手
に
や
わ
ら
か
き
春
の
土
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

鶯
の
声
に
も
慣
れ
ぬ
谷
戸
歩
き
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

の
作
家
た
ち
―
乱
歩
、
久

作
、
十
蘭
４
月
24
日
、
講
師

は
学
習
院
大
学
教
授
・
中
条

省
平
さ
ん
。
千
円
。
▽
関
連

上
映
５
月
１
・
２
日
13
時
半
、

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔
」

「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
２
本
立

て
。
８
百
円
。
☎
０
４
５
・

６
２
２ 

・
６
６
６
６

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

富
士
を
背
に
白
き
小
舟
の
釣
り
人
は
碧
き
水み
な
も面
に
釘
づ
け
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

失
敗
を
糧
に
し
前
へ
進
め
た
り
古
稀
を
越
え
て
も
人
生
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

見
渡
せ
ば
海
は
く
ま
な
く
輝
き
て
光
の
春
は
確
か
に
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

配
達
の
人
が
帰
れ
ば
ド
ア
ノ
ブ
の
消
毒
を
す
る
コ
ロ
ナ
の
日
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

合
格
の
二
文
字
に
泣
き
い
る
初
孫
の
瞳
の
奥
に
青
春
を
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
　
　
純

放
課
後
の
グ
ラ
ン
ド
狭
し
若
人
ら
走
る
跳
ぶ
投
げ
る
砂
煙
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

《
募
集
》春
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ピ
ア

ノ
・
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ス with 

ピ

ア
ニ
ス
トSachikoKawamura

　
新
年
度
か
ら
50
日
間
、
ご
自
分

を
勢
い
づ
け
、
一
生
懸
命
ピ
ア

ノ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
る

ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
の
方
！

　
４
月
21
日
〜
６
月
10
日
。
限

定
10
名
様
！
詳
細
は
メ
ー
ル
で

問
合
せp-twilight@sachiko-

piano.com

●
春
の
公
開
中
止
　
旧
華
頂
宮

邸
、
扇
湖
山
荘
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

建
物
公
開
を
中
止
。
鎌
倉
市
都

市
景
観
課
☎
61
・
３
４
７
７

●
鎌
倉
中
央
公
園
の
上
空
を
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
　
４
月
24
日
〜
５

月
５
日
修
景
池
上
空
。
☎
45
・

２
７
５
０

●
緑
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

５
月
〜
翌
年
２
月
、
土
曜
10
〜

12
時
、
全
10
回
。
鎌
倉
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
18
歳
以
上

対
象
。
公
園
や
緑
地
の
維
持
・

管
理
を
体
験
し
、
樹
林
地
の
現

状
を
学
ぶ
。
☎
61
・
３
４
８
６

美人今昔シリーズ

 

　
三
浦
市
在
住
の
洋
画
家
・

上
野
憲
一
さ
ん
が
４
月
14
日

か
ら
26
日
ま
で
鎌
倉
市
津
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ジ
タ
ン
館
で
個

展
を
開
く
。
作
品
の
テ
ー
マ

は
「
自
然
賛
歌
」。
絵
に
込
め

た
眼
差
し
は
、
自
然
へ
の
畏

敬
と
、
大
地
が
も
た
ら
し
て

く
れ
る
豊
穣
な
恵
み
の
中
で

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
命

へ
の
賛
歌
と
い
う
。

　
現
場
の
光
と
空
気
感
を
大

切
に
自
然
の
持
つ
生
命
感
を

生
き
生
き
と
表
現
し
た
油
彩

画
約
35
点
を
展
示
。

　
問
い
合
わ
せ
　
同
館
☎
０

４
６
７
・
32
・
９
６
５
８

上
野
憲
一
展　 ｢

自
然
賛
歌
」

「 賛歌 」　Ｆ 30　油彩
　
水
彩
画
家
・
矢
野
元
晴
さ
ん
が
、
４
月
13
〜
19
日
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
鎌
倉
水
彩
画
塾
展
〜
新
た
な
挑
戦
」

を
開
く
。
矢
野
さ
ん
は
、
４
年
ほ
ど
前
に
同
塾
を
開
講
し
、

独
自
に
編
み
出
し
た
『
水
彩
印
象
画
法
』
で
小
学
生
か
ら
90

代
ま
で
約
３
０
０
人
を
指
導
し
て

い
る
。

　
全
塾
生
の
作
品
を
集
め
た
展
覧

会
は
初
め
て
。「
水
彩
画
の
魅
力
は
、

そ
の
と
き
の
気
持
ち
が
さ
め
な
い
う

ち
に
短
時
間
に
ぱ
っ
と
描
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
」
と
話
す
。
矢
野
方
☎

０
８
０
・
６
５
７
８
・
９
２
９
０

第
１
回
鎌
倉
水
彩
画
塾
展

風
景
画
な
ど
約
３
０
０
点

前回の展覧会


